
■
応
募
対
象
者

陰
糸
中
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴

の
小
学
生
以
下
も
可
）、
隠
吋
宇
糸

市
内
の
学
校
・
事
業
所
・
グ
ル
ー

プ
な
ど
、
韻
糸
市
内
在
住
・
在
学

（
中
学
生
以
上
）の
人
、
右
糸
中
学

生
以
下
は
、

歳
以
上
の
責
任
者

２０

が
必
要
、
烏
糸
企
業
ま
た
は
団
体

■
応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
か
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
次
の
申
込

期
限
ま
で
に
商
工
課
（
〒

－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃
〈

〉
７６

０
０
６
６
／sh

o
k
o
@
c
ity

.a
n
jo

.a
ic
h
i.jp

）へ

陰
糸
６
月

日
昭
、
隠
吋
宇
糸
５

３０

月

日
晶
、
韻
烏
糸
５
月

日
晶
、

１３

２０

右
糸
６
月
３
日
晶

※
韻
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
不

可
。

※
申
込
用
紙
は
、
同
課
、
安
城
七

夕
ま
つ
り
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

●
部
門

パ
レ
ー
ド（
コ
ン
テ
ス

ト
）、ダ
ン
ス
バ
ト
ル（
コ
ン
テ
ス

ト
）、ス
テ
ー
ジ

※
ど
の
部
門
も
曲
目
は
自
由
。

⑥
市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
発
表

ま
つ
り
期
間
中
、
碧
海
信
用
金

庫
本
店
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
設
置

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
活
動
発
表
な

ど
を
通
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

※
利
用
時
間
な
ど
は
申
し
込
み
後

調
整
。

⑦
企
業
・
団
体
協
賛
ス
テ
ー
ジ

ま
つ
り
区
域
内
の
指
定
さ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
を
、
１
団
体
１
時
間
程

度
運
営
で
き
ま
す
。

●
七
夕
ス
テ
ー
ジ

８
月
６
日
松

午
後
６
時
～
７
時
／
協
賛
金

万
１０

円
、
８
月
７
日
掌
午
後
６
時
～
７

時
／
協
賛
金

万
円

１０

●
願
い
ご
と
ス
テ
ー
ジ（
更
生
病

院
跡
地
）
８
月
７
日
掌
午
後
５

時

分
～
６
時

分
／
協
賛
金

３０

３０

２０

万
円

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
。
政
治
・
思
想
・
宗
教（
布

教
）的
お
よ
び
販
売
行
為
を
伴

う
催
し
は
不
可
。

ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
、
１
団
体

分
３０

程
度
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
。
政
治
・
思
想
・
宗
教
（
布

教
）的
な
催
し
は
不
可
。

●
イ
ベ
ン
ト
の
例

パ
レ
ー
ド
形

式
糸
鼓
笛
、
バ
ト
ン
、
吹
奏
楽
、

踊
り
、
み
こ
し
、
仮
装

ス
テ
ー

ジ
形
式
糸

ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
、

演
劇
、
舞
踊
、
太
鼓
、
歌
謡
大
会
、

各
種
実
演
シ
ョ
ー

⑤
Ｄ
ａ
ｎ

Ｓ
ｐ
ｏ

Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ

七
夕
ま
つ
り
で
熱
く
踊
ろ
う
！

学
校
の
仲
間
・
グ
ル
ー
プ
・
企
業

や
地
域
の
団
体
・
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
。

●
と
き

８
月
６
日
松

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
竹
飾
り

く
す
玉
・
吹
き
流
し
・
短
冊
な

ど
を
作
成
し
、
ま
ち
を
飾
り
ま
せ

ん
か
。
竹
の
提
供
や
材
料
の
一
部

補
助
、
作
成
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

し
ま
す
。

※
ま
つ
り
当
日
の
飾
り
付
け
場
所
、

時
間
な
ど
は
調
整
し
ま
す
。

③
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン

ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
着
用
す
る
七

夕
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。

④
各
種
イ
ベ
ン
ト

ま
つ
り
区
域
内
の
指
定
さ
れ
た

①
t
e
a
m
偐
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｔ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
做

●
活
動
内
容

敢
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
企
画
・

運
営
を
し
ま
す

柑
名
物
竹
飾
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

七
夕
竹
飾
り
の
デ
ザ
イ
ン
・
作

成
を
し
ま
す

桓
願
い
ご
と
関
連
事
業
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア七

夕
ま
つ
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
願
い
ご
と
」に
関
連
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
活
動
を
し
ま
す

棺
ご
み
か
ご
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
場
内
の
ご
み
袋
の
交
換
、
ご

み
の
分
別
を
し
ま
す

款
会
場
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

七
夕
ま
つ
り
会
場
の
案
内
所
な

ど
で
会
場
案
内
を
し
ま
す

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１
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ࠓ
೥
͸
⚘
݄
⚕
೔
晶
Ỗ
⚗
೔
掌

安
城
七
夕
ま
つ
り
何
で
も
大
募
集

●
対
象
　
市
内
在
住
の
世
帯

●
補
助
金
額
　
購
入
価
格（
消
費

税
を
含
む
）の
３
分
の
２
。
購
入

機
器
の
種
類
で
、
補
助
限
度
額
と

補
助
限
度
基
数
が
異
な
り
ま
す

バ
イ
オ
式
生
ご
み
処
理
機
糸
上
限

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集

４
万
円
、
１
基
ま
で

乾
燥
式
生
ご
み
処
理
機
糸
上
限
３

万
５
０
０
０
円
、
１
基
ま
で

た
い
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
・

Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
）
糸
上
限
７
０
０
０

円
、
２
基
ま
で

減
量
容
器
糸
上
限
７
０
０
０
円
、

２
基
ま
で

●
そ
の
他

暫
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
も

の
に
限
る

暫
補
助
金
の
申
請
期
限
は
、
購
入

後
１
か
月
以
内

暫
購
入
価
格（
消
費
税
含
む
）が
１

５
０
０
円
以
上

暫
補
助
金
の
交
付
後
５
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、
再
購
入
も
補
助

の
対
象

暫
販
売
店
発
行
の
領
収
書
が
必
要

暫
申
請
方
法
は
、
販
売
店
・
清
掃

事
業
所
で
購
入
前
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い

※
申
請
用
紙
は
、
販
売
店
、
清
掃

事
業
所
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
配
布
。

●
応
募
資
格
　
平
成
　
年
４
月
１

２３

日
現
在
満
　
歳
以
上
で
、
市
内
在

１８

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

●
募
集
人
数
　
２
人
程
度

●
参
加
回
数
　
仕
分
け
当
日
を
含

め
て
７
回
程
度（
平
日
も
あ
り
）

●
任
期
　
５
月
中
旬
～
来
年
３
月

●
選
考
日
　
５
月
　
日
昇（
書
類
・

１０

面
接
）

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
晶
～
　

１５

２８

日
昭（
必
着
）に
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
　
字
程
度
の

８００

　
対
象
事
業
の
選
定
や
仕
分
け
時

に
、
事
業
の
あ
り
方
な
ど
を
議
論

す
る
「
仕
分
け
委
員
会
」の
設
置
に

伴
い
、
そ
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

作
文
を
添
え
て
、
持
参
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
経
営
管

理
課（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記

４４６

載
不
要
／
胃〈
　
〉１
１
１
２
／

７６

keiei@
city.anjo.aichi.j

      
                 p  ）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

⚘
݄

೔
松
・

೔
掌
にủ
事
業
仕
分
け
Ứを
࣮
ࢪ

事
業
仕
分
け
委
員
会
委
員
を
募
集
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生
ご
み
処
理
機
・
た
い
肥
化
容

器
・
減
量
容
器
購
入
を
補
助

■問 
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

ー
、
各
地
区
公
民
館
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
ま
た
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
「
意
見
・
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
」の
「
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）」
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。
電
話
で

の
提
出
は
不
可
。
個
別
に
は
回

答
し
ま
せ
ん
。

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
４
月
　

日
晶
～
５
月
　

日
捷
に
、

１５

１６

住
所
・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、

名
称
・
代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
商
工
課
（
〒
　－

８
５
０

４４６

１
住
所
記
載
不
要
／
胃
〈
　
〉
０
０

７６

６
６
／sh

o
k
o
@
c
ity

.a
n
jo
.a
ic

h
i.jp

）へ

※
様
式
は
、
同
課
、
文
化
セ
ン
タ

●
計
画
名
　
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画（
案
）

●
内
容
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
と
、

活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の
事
業

を
定
め
る
計
画

■
計
画（
案
）の
縦
覧

●
と
き
　
４
月
　
日
晶
～
５
月
　

１５

１６

日
捷（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

●
と
こ
ろ
　
商
工
課
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各

地
区
公
民
館

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

生生ごみ処理生ごみ処理機機コンポスコンポストトＥＭバケＥＭバケツツ減量容減量容器器



パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る

意
見
募
集
の
結
果

　
第
２
次
安
城
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
（
案
）に
対
す
る
意
見

を
、
本
紙
２
月
　

日
号
や
市
公
式

１５

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
募
集
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
、

対
応
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公
表

し
ま
す
。

※
掲
載
し
た
内
容
は
、
趣
旨
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
中
央
図
書
館
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
あ

ん
ぱ
～
く
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
提
出
数
　
　
人
、
　
件

１０

１７

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１
　
新
美
南
吉
作
品
の
全

国
公
募
と「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」が

並
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
城
市
ゆ

か
り
の
新
美
南
吉
を
広
く
市
民
に

知
ら
し
め
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

切
り
離
し
て
計
画
を
進
め
て
ほ
し

い●
市
の
考
え
方
　
平
成
　
年
の

２５

「
新
美
南
吉
生
誕
　
年
」を
機
に
、

１００

市
を
あ
げ
て
新
美
南
吉
を
顕
彰
し
、

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
充
実
を
図

り
、
南
吉
童
話
の
世
界
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
」で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の

絵
本
１
冊
に
加
え
、
安
城
独
自
と

し
て
、「
南
吉
童
話
を
も
と
に
し
た

絵
本
」の
作
成
を
全
国
公
募
し
、

最
優
秀
作
品
を
印
刷
・
製
本
し
て
、

２
冊
目
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
配
布
対
象
を
０
歳
と
す

る
か
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

●
対
応
　
こ
の
意
見
で
の
計
画

（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●
意
見
２
　
学
校
で
、
新
美
南
吉

講
座
を
講
師
を
招
い
て
開
催
し
て

は
ど
う
か

●
市
の
考
え
方
　
小
学
校
４
年
生

国
語
の
教
科
書
に「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

が
載
り
、
全
国
の
小
学
生
が
学
習

し
て
い
ま
す
。
安
城
の
子
ど
も
た

ち
に
、
新
美
南
吉
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
は
、
読
書
活
動

を
推
進
す
る
の
に
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
学
校
か

ら
、
外
部
講
師
な
ど
の
依
頼
が
あ

れ
ば
、
可
能
な
限
り
対
応
し
、
支

援
し
て
い
き
ま
す

●
対
応
　
具
体
的
な
取
組
と
目
標

に
、「
１－

　
小
学
生
が
新
美
南
吉

１１

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
」「
２－

　
新
美
南
吉

１２

へ
の
理
解
を
深
め
、
南
吉
作
品
を

よ
り
一
層
親
し
む
た
め
の
学
習
環

境
づ
く
り
」の
２
項
目
を
追
加
し

ま
す

●
意
見
３
　
学
校
司
書
が
、
一
日

も
早
く
す
べ
て
の
学
校
へ
平
等
に

配
置
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま

す（
同
様
の
意
見
ほ
か
６
件
）

●
市
の
考
え
方
　
国
や
県
の
動
向

を
踏
ま
え
て
、
専
任
の
学
校
司
書

を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を

検
討
し
、
本
を
読
む
こ
と
が
好
き

に
な
る
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ

く
り
の
手
掛
か
り
と
し
た
い
と
考

え
ま
す

●
対
応
　
こ
の
意
見
で
の
計
画

（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
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③
水
土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
総
務

課（
〒
　－

０
０
６
５
大
東
町

４４６

　－

　
／
胃〈
　
〉７
９
４
４
／

２２

１６

７５

緯〈
　
〉４
９
２
２
）

７６

※
参
加
申
込
用
紙
は
、
農
務
課
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民

館
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
各
支
店
、

水
土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
で
配

布
。

　
異
な
る
色
の
稲
穂
で
田
ん
ぼ
に

絵
を
描
く
「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
」。今
年
は
、
応
募
作
品
か
ら

決
定
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
、
被
災
地

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加
え
ま

す
。

●
と
き
　
５
月
　
日
松
午
前
９
時

１４

　
分
４５●

と
こ
ろ
　
和
泉
町
七
ツ
田（
デ

ン
パ
ー
ク
正
面
ゲ
ー
ト
よ
り
西
へ

　
杓
、
北
梶
橋
南
）

４００●
内
容
　
手
作
業
に
よ
る
田
植
え
、

ど
ろ
ん
こ
遊
び
、
震
災
募
金
・
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
産
直
市

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

５００

●
持
ち
物
　
田
ん
ぼ
で
作
業
の

で
き
る
服
装
・
長
靴
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
マ
イ
は
し
・
マ
イ
カ

ッ
プ
な
ど

●
申
し
込
み
　
５
月
６
日
晶
ま

で
に
、
参
加
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
で
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
へ

①
農
務
課（
〒
　－

８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
／
胃〈
　
〉１
７６

１
１
２
／
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

②
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
企
画

部（
〒
　－

０
０
４
６
赤
松

４４６

町
浄
善
　
／
胃〈
　
〉４
４
１

５０

７３

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１

１
田
植
え

■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

昨昨年の田んぼアー昨年の田んぼアートト

■問 
▼
中
央
図
書
館

（
緯〈
　
〉６
１
１
１
）

７６

（
消
費
税
な
ど
を
含
む
）

●
提
出
書
類
　
申
込
書
、
会
社
概

要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）、広
告
原
稿

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
晶
～
５

１５

月
　
日
捷（
必
着
）午
前
８
時
　
分

１６

３０

～
午
後
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

持
参
か
郵
送
で
、
経
営
管
理
課

（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記
載
不

４４６
要
）へ

※
申
込
書
は
、
同
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
提
出
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
募
集
広
告
数
　
裏
面
２
枠

※
１
枠
１
事
業
者
で
、
市
内
外
は

問
い
ま
せ
ん
。

●
広
告
掲
載
期
間
　
　
月
～
来
年

１０

３
月

●
広
告
掲
載
料
　
６
万
円
以
上

●
内
容
　
市
内
水
道
利
用
者（
約

５
万
４
０
０
０
件
）に
、
２
か
月

に
１
度
配
布
す
る「
使
用
水
量
の

お
知
ら
せ（
検
針
票
）」へ
掲
載

●
応
募
資
格
　
安
城
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
な
ど

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ（
検
針
票
）へ
の

広
告
掲
載
事
業
者
募
集

広報あんじょう　2011.4.15牙

■問 
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

　
市
民
参
加
の
実
施
へ
の
評
価
な

ど
を
す
る
「
安
城
市
市
民
参
加
推

進
評
価
会
議
」の
設
置
に
伴
い
、

そ
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容
　
市
民
参
加
条
例
の

運
用
状
況
・
見
直
し
事
項
、
市
民

参
加
の
実
施
状
況
へ
の
評
価
事
項

を
審
議

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
ま
た
は
活
動
す
る
人

●
募
集
人
数
　
３
人
程
度

●
参
加
回
数
　
平
日
昼
間
で
年
間

１
・
２
回

●
報
酬
　
会
議
１
回
７
５
０
０
円

●
任
期
　
６
月
１
日
昌
～
平
成
　２５

年
５
月
　
日
晶

３１

●
選
考
日
　
５
月
　
日
捷（
書
類
・

１６

面
接
）

●
申
し
込
み
　
４
月
　
日
晶
～
５

１５

月
９
日
捷（
必
着
）に
、
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
か

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

市
民
協
働
課（
〒
　－

８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
／
胃〈
　
〉１
１
１

７６
kyodo@

city.anjo.lg.j

２
／
 
     
              p  ）

へ

市
民
参
加
推
進
評
価
会
議
委
員
を
募
集

■問 
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

検針票検針票のの表面表面

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
一

同
、
匿
名
、
募
金
箱
へ
の
多
数

の
寄
附
者

３
月
　

日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

１５

義
援
金
総
額
糸
　

万
４
８
２
２

４６３

円

３
月
　
日
～
　
日
受
付
分
／
敬

１２

１５

称
略

㈲
日
翔
鈑
金
塗
装
、
深
津
園
芸

㈱
、
深
津
盾
樹
、
深
津
容
子
、

深
津
寿
己
令
、
深
津
美
紗
、
深

津
裕
一
、
石
川
正
平
、
シ
ン
エ

イ
冷
熱
㈱
、
安
城
市
婦
人
会
、

佐
野
里
美
、
箕
輪
町
老
人
ク
ラ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、

藤
野
千
秋
、
岡
本
清
美
、
松
栄

運
輸
㈱
、
勝
見
内
科
、
稲
垣
睦

人
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
、
㈱
サ
ン
ワ
、
北
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
社
交
ダ
ン
ス
、
安

■問 
▼
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）

７７


